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	コアヒストン（H2A、H2B、H3、H4）のN末端部分のリジン残基の脱アセチル化を担う。ヒストンの脱アセチル化は、エピジェネティック抑制のタグを与え、転写調節、細胞周期の進行、発生イベントにおいて重要な役割を果たしている。ヒストン脱アセチル化酵素は、大きな多タンパク質複合体の形成を介して作用する。MEF2A、MEF2C、MEF2Dなどのミオサイトエンハンサー因子との相互作用を介して筋肉の成熟に関与している。コアヒストン（H2A、H2B、H3、H4）のN末端部分のリジン残基の脱アセチル化を担う。ヒストンの脱アセチル化は、エピジェネティック抑制のタグを与え、転写調節、細胞周期の進行、発生イベントにおいて重要な役割を果たしている。ヒストン脱アセチル化酵素は、大きな多タンパク質複合体の形成を介して作用する。 MEF2A、MEF2C、MEF2Dなどの筋細胞エンハンサー因子との相互作用を介して筋成熟に関与する。乳がんにおいて、MTA1を介したESR1発現のエピジェネティック制御に関与する。HSPA1AおよびHSPA1BのLys-77を脱アセチル化し、共シャペロンSTUB1への優先的な結合を誘導する（PubMed:27708256）。
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	Hela 溶解物中の HDAC4 発現のウェスタン ブロット分析。

